
(57)【要約】

【課題】歯科用器機における水回路に、外部（空気中）

から細菌等が侵入するのを防止するようにした。

【解決手段】歯科治療用インスツルメント６は、歯科治

療中に、被治療箇所を冷却等するための水回路を具備し

ている。この水回路は、ワークテーブル２の水回路２１

、インスツルメントホース７内の水回路を通してインス

ツルメント６の水回路に供給され、該インスツルメント

６の先端から被治療箇所に向けて放出される。これら各

器機の水回路に紫外線ＬＥＤ２０を設け、該ＬＥＤ２０

から紫外線を水回路内に照射し、該水回路内に細菌が侵

入するのを防止する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 に お い て 、 該 水 回 路 の 一 部 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ を 有 し 、 該 紫 外 線
Ｌ Ｅ Ｄ か ら 紫 外 線 を 前 記 水 回 路 内 に 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 水 回 路 を 有 す る
歯 科 用 器 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 歯 科 治 療 用 イ ン ス ツ ル メ ン ト で あ り 、 該 歯 科 治 療 用
イ ン ス ツ ル メ ン ト 内 の 水 回 路 の 少 な く と も 一 部 を 透 光 体 で 構 成 し 、 該 透 光 体 を 通 し て 前 記
水 回 路 内 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ よ り の 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス で あ り 、 該 イ ン ス ツ ル メ ン
ト ホ ー ス の 入 口 側 端 部 及 び ／ 又 は 出 口 側 端 部 に 前 記 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ が 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 歯 科 用 器 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 ワ ー ク テ ー ブ ル で あ り 、 該 ワ ー ク テ ー ブ ル 内 の 水 回
路 内 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 歯 科 用 器 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 う が い 水 を 放 出 す る た め の ス ピ ッ ト ン で あ り 、 該 ス
ピ ッ ト ン の う が い 水 放 出 管 の ま わ り に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 給 水 タ ン ク で あ り 、
該 給 水 タ ン ク 内 の 水 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 歯 科 用 器 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 温 水 タ ン ク で あ り 、
該 温 水 タ ン ク 内 の 温 水 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 歯 科 用 器 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歯 科 用 器 機 、 よ り 詳 細 に は 、 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 に お い て 、 前 記 水 回
路 内 へ 該 水 回 路 の 外 気 開 放 端 口 か ら 細 菌 が 侵 入 す る の を 防 止 す る よ う に し た 歯 科 用 器 機 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 説 明 す る た め の 概 略 全 体 構 成 図
で 、 図 中 、 １ ０ は 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト で 、 該 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 治 療 椅 子 １ ， ワ ー ク テ ー ブ ル
２ ， ス ピ ッ ト ン ３ ， う が い 水 噴 射 管 ４ ， 術 者 （ ド ク タ ー ） 用 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー ５
， 術 者 用 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ ， イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ ， ア シ ス タ ン ト 用 イ ン ス ツ ル メ
ン ト ホ ル ダ ー ８ 等 か ら 成 り 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー ５ に は 、 歯 科 治 療 に お い て 使 用 す
る 種 々 の イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ が 収 納 さ れ て お り 、 周 知 の よ う に 、 歯 科 治 療 に 当 り 、 患 者 は
椅 子 １ に 座 り 、 頭 を 安 頭 台 １ １ に 固 定 し て 治 療 を 受 け る 。 治 療 中 、 術 者 は 治 療 椅 子 １ を 上
下 動 ， 倒 起 動 ， 傾 斜 動 等 さ せ て 、 患 者 を 治 療 し や す い 姿 勢 に し 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ
ー ５ よ り イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ を 引 き 出 し て 、 治 療 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア シ ス タ ン ト ホ ル ダ ー ８ に は 、 シ リ ン ジ ， バ キ ュ ー ム 管 ， 排 唾 管 等 ９ が 準 備 さ れ て お り
、 治 療 時 、 ア シ ス タ ン ト が 患 者 の 口 腔 内 を 清 浄 し 、 或 い は 、 患 者 の 口 腔 内 に 生 じ る 汚 液 、
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唾 液 等 を 吸 引 ・ 排 出 す る よ う に し て い る 。 こ の ア シ ス タ ン ト ホ ル ダ ー ８ は 、 ス タ ン ド ア ロ
ン 式 の も の が あ る が 、 図 に 示 す よ う に 、 ア ー ム １ ２ を 通 し て 固 定 部 材 、 例 え ば 、 ス ピ ッ ト
ン 給 排 水 ボ ッ ク ス １ ３ に 固 定 さ れ て い る も の も あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の ご と き 、 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト に お い て 、 術 者 は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー ５ か ら
イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ を 取 り 出 し て 、 例 え ば 、 エ ア ー タ ー ビ ン を 取 り 出 し て 歯 牙 の 切 削 等 を
行 う が 、 そ の 際 、 当 該 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ か ら 水 を 噴 射 し て 被 治 療 箇 所 を 冷 却 し 、 ア シ ス
タ ン ト は 、 ア シ ス タ ン ト ホ ル ダ ー ８ か ら 、 例 え ば 、 シ リ ン ジ ９ を 取 り 出 し て 患 者 の 口 腔 内
を 清 掃 す る こ と 等 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の よ う に 、 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト に お い て は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ ， ９ 内 の 水 回 路 を 通
し て 患 者 の 口 腔 内 に 水 を 噴 射 し 、 或 い は 、 う が い 時 、 う が い 水 噴 射 管 ４ よ り う が い 水 を 放
出 し 、 該 う が い 水 に て 口 腔 内 を う が い す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 而 し て 、 前 記 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ ， ９ 等 は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー ５ ， ８ 等 に 懸 架
さ れ て お り 、 そ の 間 に 、 こ れ ら イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ ， ９ の 水 回 路 内 に 、 外 気 よ り 細 菌 等 が
侵 入 し 、 該 細 菌 が イ ン ス ツ ル メ ン ト の 水 回 路 内 で 繁 殖 し 、 こ れ ら 細 菌 が 、 次 回 、 イ ン ス ツ
ル メ ン ト 使 用 時 、 患 者 の 口 腔 内 に 入 り 、 非 衛 生 的 で あ っ た 。 同 様 の こ と が 、 う が い 水 噴 射
管 ４ に つ い て も 言 え 、 非 使 用 時 、 該 う が い 水 噴 射 管 ４ に 外 部 よ り 細 菌 が 侵 入 し 、 該 う が い
水 噴 射 管 ４ に 連 通 す る 水 回 路 内 で 繁 殖 し 、 次 回 、 う が い 時 、 こ の 細 菌 が 患 者 の 口 腔 内 に 入
り 、 非 衛 生 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の ご と き 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 特 に 、 歯 科 用 器 機 に お け る 水 回
路 に お い て 、 該 水 回 路 内 に 外 部 （ 外 気 ） よ り 細 菌 が 侵 入 す る の を 防 止 し 、 も っ て 、 該 水 回
路 内 に 細 菌 が 繁 殖 す る の を 防 止 し 、 よ り 衛 生 的 な 歯 科 治 療 を 行 う こ と の で き る 歯 科 用 器 機
を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 に お い て 、 該 水 回 路 の 一 部 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ
Ｄ を 有 し 、 該 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら 紫 外 線 を 前 記 水 回 路 内 に 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 歯 科
治 療 用 イ ン ス ツ ル メ ン ト で あ り 、 該 歯 科 治 療 用 イ ン ス ツ ル メ ン ト 内 の 水 回 路 の 少 な く と も
一 部 を 透 光 体 で 構 成 し 、 該 透 光 体 を 通 し て 前 記 水 回 路 内 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ よ り の 紫 外 線 を 照
射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 イ ン
ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス で あ り 、 該 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス の 入 口 側 端 部 及 び ／ 又 は 出 口 側 端
部 に 前 記 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 ワ ー
ク テ ー ブ ル で あ り 、 該 ワ ー ク テ ー ブ ル 内 の 水 回 路 内 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 紫 外 線 を 照 射 す
る よ う に し た こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 う が
い 水 を 放 出 す る た め の ス ピ ッ ト ン で あ り 、 該 ス ピ ッ ト ン の う が い 水 放 出 管 の ま わ り に 紫 外
線 Ｌ Ｅ Ｄ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 歯 科
治 療 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 給 水 タ ン ク で あ り 、 該 給 水 タ ン ク 内 の 水 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら の
紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 水 回 路 を 有 す る 歯 科 用 器 機 は 、 歯 科
治 療 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 温 水 タ ン ク で あ り 、 該 温 水 タ ン ク 内 の 温 水 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら
の 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 歯 科 用 器 機 に お け る 水 回 路 に お い て 、 該 水 回 路 内 に 紫 外 線 を 照 射 す る
紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ を 設 け 、 該 水 回 路 内 に 細 菌 等 が 侵 入 す る の を 防 止 す る よ う に し た の で 、 よ り
衛 生 的 な 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ （ Ａ ） は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の 一 部 （ ワ ー ク テ ー ブ ル 部 ） を 示
す 図 で 、 図 中 、 ２ は ワ ー ク テ ー ブ ル 、 ５ は 術 者 用 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー 、 ６ は 術 者 用
イ ン ス ツ ル メ ン ト 、 ７ は 該 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ に 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ 、 該 イ ン ス ツ ル メ ン
ト ６ に エ ア ー 、 電 気 、 水 等 を 供 給 す る イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス で 、 歯 科 治 療 に 当 っ て 、 術
者 は 、 周 知 の よ う に 、 該 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー ５ か ら 歯 科 治 療 に 必 要 な イ ン ス ツ ル メ
ン ト ６ を 取 り 出 し て 、 患 者 の 口 腔 内 治 療 を 行 う が 、 こ れ ら イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ は 、 非 治 療
時 は 、 図 示 の よ う に 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー ５ に 納 め ら れ て お り 、 こ れ ら イ ン ス ツ ル
メ ン ト 内 に 設 け ら れ て い る 水 回 路 は 、 そ の 先 端 部 開 口 が 外 気 に 連 通 し て お り 、 該 先 端 部 開
口 を 通 し て 、 該 水 回 路 内 に 細 菌 が 侵 入 し 、 該 水 回 路 内 で 繁 殖 し 、 こ れ ら が 、 次 回 、 使 用 時
に 、 患 者 の 口 腔 内 に 噴 出 さ れ 、 非 常 に 非 衛 生 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の ご と き 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ て
い る 水 回 路 内 に 、 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ か ら の 紫 外 線 を 作 用 さ せ 、 非 使 用 時 、 該 水 回 路 の 大 気
に 連 通 し て い る 開 口 部 か ら 細 菌 が 侵 入 す る の を 防 止 す る よ う に し 、 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の 水
回 路 に お け る 、 前 述 の ご と き 、 非 衛 生 を 解 消 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ Ｂ ） は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 し た イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ を ワ ー ク テ ー ブ ル ２ か ら
取 り 外 し た 時 の 外 観 図 で 、 図 中 、 ２ ０ は 本 発 明 に よ っ て 取 り 付 け ら れ た 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ を 示
し 、 該 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ 内 の 水 回 路 の 一 部 、 図 示 例 の 場 合 、 イ ン
ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ と の 接 続 点 側 、 或 い は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ の 流 入 側 （ ワ ー
ク テ ー ブ ル ２ と の 接 続 点 側 ） ７ １ 或 い は 流 出 側 （ イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ と の 接 続 側 ） ７ ２ に
設 け ら れ て お り 、 更 に は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 し た ワ ー ク テ ー ブ ル ２ の 水 回 路 ２ １ に お い て 、
イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ と の 接 続 端 ２ １ １ 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ が ワ ー ク テ ー ブ ル ２ 側 の 水 回 路
２ １ に 接 続 さ れ 、 該 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ に イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ が 連 結 さ れ て い る 時
は 、 こ れ ら 全 て の Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ が 点 灯 さ れ 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ６ が イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス
７ か ら 離 脱 さ れ た 時 は 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ の 水 回 路 及 び ワ ー ク テ ー ブ ル ２ の 水 回
路 に 対 応 し て 設 け ら れ た 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ が 点 灯 さ れ 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ が ワ ー
ク テ ー ブ ル ２ の 水 回 路 か ら 切 り 離 さ れ た 時 は 、 該 ワ ー ク テ ー ブ ル ２ 側 の 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０
が 点 灯 さ れ 、 常 に 、 水 回 路 の 大 気 に 連 通 し て い る 側 の Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ が 点 灯 さ れ て お り 、 外 気
（ 大 気 ） よ り の 細 菌 が ユ ニ ッ ト 内 の 水 回 路 に 侵 入 す る の を 防 止 す る よ う に し て い る 。 な お
、 切 り 離 さ れ た イ ン ス ツ ル メ ン ト 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス 等 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 等 に よ
っ て 殺 菌 、 滅 菌 等 さ れ る の で 、 取 り 外 さ れ た こ れ ら の 器 機 内 に 細 菌 等 が 侵 入 す る 心 配 は な
い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ （ Ｃ ） は 、 ワ ー ク テ ー ブ ル ２ 内 の 水 回 路 ２ １ の 一 詳 細 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構
成 図 で 、 該 水 回 路 ２ １ の 流 出 側 は 、 図 示 の よ う に 、 ワ ー ク テ ー ブ ル ２ よ り 下 方 に 向 け て 曲
げ ら れ 、 そ の 先 端 部 ２ １ １ に 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ の 流 入 端 ７ １ が 連 結 さ れ る よ う
に な っ て い る 。 こ の 水 回 路 ２ １ の 一 部 は 、 例 え ば 、 石 英 管 等 の 透 光 性 の チ ュ ー ブ ２ ２ で 構
成 さ れ 、 そ の 外 側 に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ か ら の 紫
外 線 が 該 水 回 路 内 に 照 射 さ れ 、 特 に 、 該 水 回 路 ２ １ か ら イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス ７ が 取 り
外 さ れ た 時 な ど に 該 水 回 路 内 に 外 部 （ 外 気 ） か ら 細 菌 が 侵 入 す る の を 防 止 す る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 概 略 構 成 図 で 、 図 ２ に 示 し た 例 は 、 本 発
明 に よ る 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ を 、 ス ピ ッ ト ン ３ の う が い 水 放 出 管 ４ に 設 け た も の で 、 図 ２ （
Ａ ） は 、 コ ッ プ 式 う が い 管 ４ に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ を 設 け た 例 、 図 ２ （ Ｂ ） は 噴 射 式 う が い
管 ４ に 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ を 設 け た 例 を 示 し 、 い ず れ も 、 水 回 路 ４ ’ を 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０ か
ら の 紫 外 線 が 横 切 っ て 照 射 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 大 気 中 の 細 菌 が 紫 外 線 照 射 部 を 通 し
て 該 水 回 路 内 の 奥 部 に 侵 入 す る よ う な こ と は な く 、 衛 生 的 に う が い を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 に 、 本 発 明 を 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の イ ン ス ツ ル メ ン ト 用 水 回 路 、 及 び 、 う が い 用 水 回
路 に 適 用 し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 図 示 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
必 要 に 応 じ て 、 適 宜 、 所 定 の 水 回 路 に 適 用 さ れ る も の で あ り 、 例 え ば 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 し
た よ う に 、 水 回 路 の 一 部 を 透 光 性 の 部 材 で 構 成 し 、 そ の 外 側 よ り 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ か ら の 紫 外
線 を 照 射 す る よ う に す る と よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 説 明 す る た め の 概 略 全 体 構 成 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ … 歯 科 用 治 療 椅 子 、 ２ … ワ ー ク テ ー ブ ル 、 ３ … ス ピ ッ ト ン 、 ５ … イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル
ダ ー 、 ６ … イ ン ス ツ ル メ ン ト 、 ７ … イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ー ス 、 ８ … ア シ ス タ ン ト 用 イ ン ス
ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ー 、 ２ ０ … 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ 、 ２ １ … 水 回 路 、 ２ ２ … 透 光 性 水 路 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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